
京都市市民参加推進条例 基本理念（第２条）

１ 市民参加は，本市と市民との協働（自らの果たすべき役割を自覚して対等の立場で協力し
合い，及び補完し合うことをいう。以下同じ。）の精神に基づき，市民による市政への参加
とまちづくりの活動とが相まって，推進されなければならない。

２ 市民参加は，市民の豊かな社会経験及び創造的な活動が尊重されるとともに，市民の福祉
の増進及び市政運営の効率性が確保されることを基本として推進されなければならない。

３ 市長その他の本市の行政機関は，市民参加の推進に当たっては，市会の権限及び役割を尊
重しなければならない。

京都市京都市京都市京都市のののの市民参加市民参加市民参加市民参加のののの取組取組取組取組をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介！！！！

～～～～市民参加推進市民参加推進市民参加推進市民参加推進フォーラムフォーラムフォーラムフォーラムにににによるよるよるよる事業分析事業分析事業分析事業分析～～～～

京都市市民参加推進フォーラムによる事業分析

市民参加推進フォーラムは，市長の諮問に応じ，調査し，及び審議するとともに，当該事項について市長に対し，意見を
述べる市の附属機関です。

公募により選任された方のほか，学識者，ＮＰＯやまちづくり活動に携わっている方などで構成されています。
フォーラムや，この分析結果の詳細については，京都市ホームページを御参照ください。
http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000035250.html
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京都市市民参加推進フォーラムとは

みなさんは，京都市がもっと住みやすくなるために

は，どのような工夫ができると思いますか？その想い

を実現するためには，どうしたらよいでしょう？

京都市は，［京都市市民参加推進条例」の中で，市

民の「市政への参加」と「まちづくり活動」とを合わ

せて「市民参加」と定義し，積極的に推進しています。

このたび，京都市の審議会である「市民参加推進

フォーラム」において，京都市の取組の現状を確認す

るため，２つの事業をピックアップし，市民参加の視

点から分析を行いました。

同フォーラムでの分析結果を，市民の皆さんにお伝

えするために，概略をご紹介します！
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この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収等へ！

京都市からのお知らせ

始めました！
京都市がもっとよくなる，
もっと住みやすくなるための
「市政」への参加や，
「まちづくり」活動を
サポートします！

https://tsukuru-kyoto.net/

京都市市民参加推進フォーラム委員名簿（平成2９年２月）

荒木 泰子 （市民公募委員）

内田 香奈 （きょうとＮＰＯセンター法人経営本部副総括責任者）

太田 清美 （市民公募委員）

兼松 佳宏 （京都精華大学人文学部特任）

川島 ゆり子（花園大学社会福祉学部教授）

桜井 政成 （立命館大学政策科学部教授）

芝原 浩美 （ＮＰＯ法人ユースビジョン事務局長）

竹内 香織 （ＮＰＯ法人京都子どもセンター理事長）

津田 陽輔 （公益社団法人京都青年会議所副理事長）

樋口 幸則 （市民公募委員）

松下 亜樹子（京都新聞社論説委員）

壬生 裕子 （同志社大学政策学部嘱託講師）

宮西 勇人 （右京区嵐山学区自治連合会常任幹事）

吉川 忠男 （市民公募委員）
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～～～～ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴをををを活用活用活用活用したしたしたした市民協働市民協働市民協働市民協働によるによるによるによる維持管理維持管理維持管理維持管理～～～～「「「「みっけみっけみっけみっけ隊隊隊隊アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」」」」 担当：建設局 土木管理課

市ড়参加の手法を取り入れることが難しいと思われていた土木ଵ৶分にउいて，হの
企画మから市ড়参加のワークショップをള包実施し，京都市独自の機能がついたスマ
ートフォンアプリを開発した。

市民の皆様との協働を進めていきます！

スマートホンアプリの開発段階で市民意見を聴くワーク
ショップを実施！

ポイント

ポイント

事業概要事業概要

市民参加の分析結果

https://mikketai.city.kyoto.lg.jp/

市民の皆様が応援隊となり，
美しい京都の安心・安全な暮
らしを守るため，道路や公園
等の損傷箇所を投稿するアプ

リ。「調査中」「処理済み」
など京都市の対応も見ること
ができます。

開発に当たって
ワークショップを実施

＜ワークショップ：『○○アプリ』プロジェクト＞

＜みっけ隊アプリ＞

参加 積極的に地域活動をされている方を中心に声かけ。
各回３０名程度，合計２２０名が参加 。

内容 第１回 テーマ
「すてきな街って？」
「アプリをつくろう！」
第２回 テーマ
「市民協働で維持管理を
進めるためには？」

「アプリの名称」
第３回 テーマ
「アプリを使ってみよう」
※各回，伏見区役所と右京区役所で同内容で実施

市民意見をもとに京都市
ならではの機能が！

市民の皆様が清掃などをされ
た時に「私たちがやりまし
た」という投稿でき，アプリ

の地図上でピンクの花印で表
示されます！

ポイント

ワークショップ
は手職員の発
案により実施

暮らしの安心安全を守る重要
な土木施設。高度経済成長期
に集中的に整備された施設は，
今後，一斉に更新時期を迎え
ます。
そのため，新た維持管理の在
り方の検討が必要。

若手職員の庁内プロジェクト
チームで市民の皆さんとの協
働のアイデアを考えています。

また，「（仮称）公共土木施
設の維持管理に係る市民協働
推進指針」を策定します。

・ワークショップに幅広く呼び
かけ，大学生から７０歳代の方
まで参加
・スマートフォンを持っていな
い方も参加ＯＫ！
職員が丁寧に説明

ポイント

・ワークショップの名称も工夫！
・まずは，「すてきな街って？」
という話しやすいテーマから！

ポイント

市ড়勪ৄにより，自匮勪が
高い京都市ならではの機能が
ついたことが最大の成果！

「土木施勳の持ଵ৶は，生୵に
関わるものを優先するなど，優先
順位を付けざるを得ない」ことな
どを丁寧に説明

参加者からは「草むしりは自分達
でできる」などの声も



京都市景観京都市景観京都市景観京都市景観市民市民市民市民会議会議会議会議 担当：都市計画局 景観政策課

景観政策の検証について，の勠হ者である市ড়との勪ৄ卦ఌを，勧২に取り入れた。
また，このহを卿ीとした景観政策に関するرな取組は，市ড়にとって参加しやすい

टけではなく，関升をఞせるযرの৴が広がるよう工夫された企画が匭く，市ড়による自
主的なまちづくり活動を大いに活性化させている。

公募により集まった市民の皆様との意見交換により，景
観政策の有効性や社会への影響などを検証！

景観市民会議には，たくさんの市民公募委員が参画！

ポイント

・市ড়勪ৄを卟மୂくこと
を，景観政策の検証の２本
柱の１つとした！

・１ফに୦২も開催されるのଟ
議会に比べ，スケジュール調整し
やすいので，気軽に応募できる。

・勪ৄ卦ఌटけでなく，シンポジ
ウムの要素があり，学びの場にも
なる，ユニークな企画内容

・「ষ政に勪ৄを匟う」という気
負いを持たずに，「面白そう」と
いう気持ちで参加できる！

＜平成２８年度京都市景観市民会議＞

「歴史と文化を未来につなぐ京都の景観づくり
～残せるか？お寺・神社のある風景～

１．報告・話題提供
・報告 京都市の取組方針（案）について
・話題提供

２．ワークショップ
・話題提供者と共に４つのテーブルに分かれて意見交換
３．全体会議（総括）

・ষ政が单った場なので，
市ড়のが勣升して出会
うことが出来る。

市民参加の分析結果

ポイント

ポイント

http://www.city.kyoto.lg.jp/
menu4/category/53-12-
0-0-0-0-0-0-0-0.html

景観市民会議市民公募委員
応募者数の推移

Plan

（政策の進化）

Do

（政策の実施）

（政策の検証）

Act

（課題の改善）

CheckCheckCheckCheck

建築物等の規制を強化する「新景観政策」

市民や事業者の皆様の理解と協力を得るために，
検証を２本柱で進めるシステムを構築

政策の検証システムを構築するように
（平成１９年 市会決議）

①京都市景観白書 － 検証内容・結果の情報発信

②京都市景観市民会議－ 市民や事業者と意見交換

会議はほぼ１年に１回の開催。

内容

参加者市民公募委員が参加し，建築関係
団体の代表者や有識者と意見交換。
平成２８年度には，１６名の募集
に対し２８名から応募があった。

その年度に話題になっていること
がテーマ。
基調講演・ワークショップ・全体
総括の３部構成で進行。

テーマ

プログラム

鵜飼秀徳氏（日経ＢＰ社副編集長，京都嵯峨正覺寺副住職）
伊藤尚治氏（京の社家を学ぶ会 代表）
西村孝平氏（都市居住推進研究会代表代行，㈱八清 代表取締役）
中西真也氏（㈱リーフ・パブリケーションズ 代表取締役）

・景観市ড়会議での出会い
をきっかけに市ড়のॿット
ワークが生まれた！シンポ
ジウムを開催するなど，市
ড়による独自の取組が広
がった！

他にも市民参加を意識した取組を実施しています！

事業概要事業概要

・「大学生が描く京都のまちの将来像」を作成（Ｈ２５年）

・「守っていきたい歴史的景観」の写真をパブリック・コメン
トと共に公募。SNS（InstagramやFacebook）での投稿も受付。

（Ｈ２８年）


